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1 まえがき

近年の移動通信ではデータ通信量が急増しており，基
地局の増設が急務となっている．一方で，基地局アンテ
ナの設置空間がひっ迫しており，すべての周波数帯をカ
バーできる多周波共用アンテナの設置が必要である．多
周波共用アンテナの設計手法としては，多素子構造によ
る多共振を利用する手法が一般的である [1]．しかし，こ
の手法では素子間相互結合により，3周波帯以上の多周
波共用アンテナの設計が困難となる．そこで，超広帯域
アンテナ素子を用いた多周波共用アンテナの利用が有効
であると考えている．テーパスロットアンテナ (Tapered
Slot Antenna; TSA)は超広帯域特性を有するほか，薄
型軽量，低コストといった特徴を持っており，多周波共
用アンテナ素子として有望である [2]．本報告では，0.9
GHz，1.5 GHz，2 GHzの 3周波数帯共用アレーアンテ
ナ素子として TSAを用い，レドームの一部を反射板と
した構造を提案する．各周波数帯における入力インピー
ダンス特性および放射指向性をモーメント法を用いて計
算し，多周波共用アレーアンテナ素子の設計を行った結
果について述べる．

2 反射板付 TSA素子の設計

図 1 に反射板付水平偏波 TSA 素子の断面図を示す．
円筒状のレドームにアンテナを収納しており，レドーム
内の空間を有効に利用するために TSA素子の形状は楕
円型とした．3つの周波数帯で 10 dB以上のリターンロ
スを達成するように，TSA素子の寸法を設計した．ま
た，セクタビームを形成するため，レドームの一部を高
さ 400 mm，半径 90 mm，開き角 αの円筒状反射板と
して設計した．さらに，TSAの中央（図 1, Origin）か
ら xs 離れた位置に，深さ ls，幅 ws のスリットを切り，
高周波帯における指向性の調整をねらっている．

図 1でスリットを切っていない (ls = 0 mm)場合にお
いて，反射板の開き角 αをパラメータとしたときの水平
面の半値幅を図 2に示す．なお，半値幅の設計目標は，
60−70◦とした．αが 120−165◦の範囲で 1.5 GHzが設
計目標を満足している一方，0.9 GHzではビームが広す
ぎ，2 GHzでは狭すぎる結果となった．そこで，2 GHz
帯の半値幅を広げるために，TSA素子にスリットを切
ることにした．スリット深さ ls をパラメータとしたと
きの半値幅の変化を図 3に示す．ls = 30 mm付近で，2
GHzの半値幅が広がる効果がみられ，スリットを切る
ことで他の周波数帯に大きく影響を与えずに 2 GHz帯

の半値幅を広くすることが可能であることがわかった．

3 まとめ
多周波共用 TSA素子の入力インピーダンスおよび指

向性の設計を行った．3周波数帯のうち半値幅の設計目
標を満足したのは 1.5 GHz帯のみであったが，TSA素
子にスリットを切ることにより低周波帯に大きく影響を
与えずに高周波帯の指向性の改善が可能なことを示した．
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図 1 反射板付水平偏波 TSA素子
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図 2 開き角 αに対する半値幅の変化

0 10 20 30 40
0

20

40

60

80

100

120

ls [mm]

H
a

lf 
B

e
a

m
 W

id
th

 [
de

g.
]

xs = −5 mm
f = 2 GHzα = 180 deg.
f = 1.5 GHz
f = 0.9 GHzws = 1 mm

図 3 スリット深さ ls に対する半値幅の変化
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